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令和４年度 第２回学校適正配置検討委員会 会議記録（要旨）

日時 令和４年１１月２９日（火） 午後３時００分～午後５時００分

場所 仙北市役所西木庁舎２階 ２０１会議室

出席 出席委員１３名（欠席委員５名）

１ 開会

２ 仙北市教育長あいさつ

３ 委員長挨拶

４ 議 題

（１）アンケートの結果について

～事務局説明～

委員 小規模校に関しては、特徴的な意見が出ている。

子どものアンケート結果から「洋式トイレを増やしてほしい」とある

が、洋式化が進んでいないことに驚いた。ジェンダー問題の観点から、

多様性に対応できるトイレや更衣室など、ハード面についても考えてい

く必要がある。

事務局 古い校舎は、トイレが昔のままである。今の意見を参考に、今後検討

したい。

委員 「思いやり・協力」の割合が一番高いのは、いじめゼロを掲げて、教

育活動をしてきたことが浸透してきた現れではないか。これから作る方

針が子どもの成長に大きく関係すると感じる。

委員 自由記述はどのような内容だったか。

事務局 生徒指導、学習指導に関する内容が多かった。統合に関する内容も多

く、具体的な統合案を記述しているものもあった。

（２）学校適正配置方針（素案）について

～事務局説明～

委員長 「一定の集団を確保できる規模」の部分は、今後意見交換を進めてい

く中で、具体的な数字が入るのか。

事務局 今年度に策定する方針に基づき意見交換を行い、令和 8年度までに策
定する計画に具体的な数字を入れたい。

委員 平成２８年度の「仙北市学校適正配置に関する提言書」と今回の方針

の関連性についてはどう考えているのか。

事務局 平成２８年度の提言書を踏まえつつも、地域からの様々な意見を聞き

ながら、新たな方針を策定したい。

委員 今の仙北市の現状に沿ったものを新たに作った方がよい。

委員 地域では、子どもの人数の推移を考えると、いつかは統合しないとい

けないという声が聞こえるようになり、少しずつ意識が変わってきてい

ると感じる。

委員 保護者同士で統合の話をすることが増えたが、まだ他人事である。も

っとたくさんの保護者に適正配置について自分事として考えてもらうた

めに、統合案を示して議論したらよいのではないか。
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委員長 まだ、合意形成が十分にできていないのではないか、というところが

心配される。市の現状を示しながら、議論のスピードや保護者の関心を

高めていく必要がある。統合の方向に決まっていけば、具体的な話に入

っていくものと思う。

事務局 方針が定まった後には、まず規模について PTA 等の機会で意見交換
し、どのくらいの規模が望ましいかを考えていきたい。出生数のこの現

状を踏まえ、保護者には真剣に考えてもらいたい。およその規模が見え

てくると、他校との統合が視野に入った話し合いになっていくと思われ

るが、そのような流れで議論を進めていきたい。

委員 基本方針に「ふるさと教育」とあるが、コミュニティスクールの導入

の動きがあるので、「地域に開かれた学校教育」などの文言を加えては

どうか。

事務局 表現について工夫していく。

委員 「部活動」という表現は、部活動の地域移行によって変化していくと

思う。学校で行う部活動ではなくなるので、「スポーツ活動」といった

表現にしたほうがよいのではないか。

事務局 表記の仕方について検討する。

委員 廃校した中川小校舎は、「コミュニティ」という組織が中心となって

管理・活用している。地域の運動会も行っているようで、この取り組み

を発信すれば、地域を自分たちで良くしていこうと思うのでは。

また、統合は通学時間が一番の課題となってくる。同じ場所に集まる

教育から、オンライン授業やスクーリングという、新たな教育モデルを

作ってはどうかと思う。

委員 小中学校９年間を見通した一貫教育とはどういうことか。

事務局 一貫教育の１つは、小中の連携を密にした教育。もう１つは、義務教

育学校という、小中の区別を無くし１年生から９年生とする制度である。

可能性として検討していきたい。

（３）その他

事務局 この会議の公開、公表の取り扱いについて、今後のためにあらかじめ

確認したい。

１点目は、会議傍聴の求めがあった場合であるが、議論の内容によっ

ては発言者個人が特定されることは好ましくなく、活発な議論の妨げに

なるおそれがある。また、主宰者からの説明や発表に先行して情報が拡

散した場合に、意図しない形で伝わったり、不信感を招いたりするおそ

れがあることから、非公開とすることとしてよいか。

２点目は、会議記録の公開、公表については、市民にわかりやすく要

約した形で、ホームページや広報紙で発信していくこととしてよいか。

また、会議記録の詳細版も作成するが、情報公開の求めがあった場合に

は、先ほどと同じ理由で、発言者個人が特定される情報は除いて取り扱

うこととしてよいか。

委員 異議なし。

委員長 そのとおりに決定します。

５ その他

６ 閉会


